
通過領域「

へ Y σ Y = 27x - 1

通過領域の解法
← 最後 の蘭 に 、本例 を

( il ) メ * 1 のとき 、

ー
1
. 逆像法 用 いていと 2 の 説明 を a=π

はい
*) をみたす 。

ー
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ー
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. ファクシミリの原理 書 いています 。

li '
)
, cii ) より 、 へま

1 ー
3 . 包絡線の利用 Y = 1

()= )
!ー ー ーぃ

F: { A : )
ox 領域氏は 図 の

0 2

LY は 任意の 実数 ( x # 1 ) ー ー 斜線部 である 。

ンは 、

「

解の 配置問題」 、
2

は 「 最大最り、問題」 を

つまり 、 領域氏 は x 1 で 、
点 いい ) を含む 。 ご

ー

ただし 、境界を含む 。

解くことになる 。 E
Y = -C + 2

3 は 、包絡線 と呼ばれる曲線の接線 を包絡線上 を

滑らせて領域を 図示する 。 問題二実数a が - 1 ミ a ミ 2 で 変化するとき、 解二 (ファクシミリの原理 を利用 )

直線 l : y = ax - a + 1 が 通過 する領域氏 を
l は Y = ( x - 1 ) a + 1

問題 1
、 Aが 任意の 実数 をとるとき 、 直線 l : Y - ax - a + ) が 図示せよ 。

つに K (定数 ) で 固定して Y のとりうる範囲 を求める 。

通過 する領域 F を 求めよ 。

fla ) = ( K- 1 ) a + 1 とする
。

解説回 通過領域の 解法を 知 らなくても、 C の 定点 を 利用 答感いる。 ( ; ) K = 1 のとき 、

すれば解ける 。 今回 の 直線化 は 定点があるが 、

>

“

( * - ) a - + に 0 … *) をみたす実数 aが = 1

直線や曲線 に 必ずしも 定点 があるとは 限 らない
- ミ GE 2 の範囲 に 存在 する 」

… (3 )

ので
、

「逆像法」
でも 解 いてみる 。

(い ^ ) R> 1 のとき 、

1 1 y = fla )解答□ ( 定点 を利用 >

よっている )が 成 り 立 つような X , Y の 条中 を求める
。

f (- y ミ Y ≤ f(2 )
θ
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、逃

( I ) メ = 1 のとき 、

.
、

一 k+ 2 ミ Y ≤ 2 K - 1 5
2

l は = 1 x - Hat 1 はり A の 値 に 関 わらず、 l は ( X 、
↑ ) = しいりのとき 中 ) をみたす実数Gは 一 1 ミ a ミ 2 の

( i' ) KC ) σ とも

"

,定点 い ) を通る 。 範囲 に任意 に 存在する 。

ートリ
”

.l の 傾きは Gであり 、A は任意 の実数値をとるので 、 f(2 ) ≤ ミ f ( - リ 1 my =flas

.

1
lが通過 する領域 は x キ 1 である 。

( il ) X # のとき、
の ” n 2 K - 1 ミミ -K + 2

2

ー(2 )

( * ) より 、 A

“
」

であり 、 一 1 ミ a ミ 2 をみたすとき
よって 、領域氏 は x 1 で 、 点 しい ) を含む 。 ( i ) ～ いぶ ) より 、 D を実数全体 で動かすと 、

- 1 ミπと

-「
喑 2 領域 Fは 以下 のようになる 。

解答回 ( 逆像法 を利用 )

「

点 ( X , Y ) が領域 F 内 にある
。

⇒ { ー X + 2 Yミ 2 X- 1 (X) 1 )

F : {
ー C+ 2 ミ Y ミ 2 x - 11 xミリ

2 X - 1 ミ Y ミ - ×+ 2 (X 《 1 ) である
。 2x - 1 ミミ 一つけてし x く )

。
「

1 X- リ a - と t に O … (*) をみたす実数Gが存在する」

… (ア )

( i ) lii ) より

よっていろ )が 成り 立 つような X 'Yの条件 を 求める
。

F : 1
- x+ 2 ミ Y ミ 2x - 1 ( xミリ ( 図 は、解答 1 参照 )

( I ) メ = 1 のとき 、 2 x - 1 ミ Y ミ - x + 2 ( xくり

( X 、Y = いいのときい * ) をみたす実数Gは任意に存在する



逆像法の考え問題3 実数 aが ai 1 で変化するとき 、直線 e : =ax -
a

' + 1解答 ⑫ しファクシミリの原理を利用 し 1
Y = 7C+ \ ( a = い

通過する領域 F を 図示 せよ 。

lは 、 Y = -
G

'

+ xat 1 ー
楽 晶 > a )

解答□ ( 逆像法 を利用 >
D= K (定数 ) で 固定してい A を a ミ 1 で 変化させたときの ー 2 1

.
「

、
点 ( X

,
Y ) が領域圧内 にある

。

Y のというる範囲 を 求める
。

Y = -2 x+ 4 ( a =- 2 )

1

tiol=
-

d 'tho+ kkzs.+a
”な、 A をい 決めるとで 直線が 1 つ 定 まるが 、 すべての 実数aを 代入して、

<⇒ @
2
- × at と 一 に O … い * ) をみたす実数 aが

すべての 直線 を 求めるのは 、困難 である 。 ( 実数は無限にあるので…)

az 1 の 範囲 に存在する 」

… ( ア )
( i ) くしいつまり 、 K < 2 のとき 、

そこで 、 逆の発想 として 、 a を 先 に 決めるのではなく 、

よって 、( ア ) が 成 り 立 つような X
、 Y の条件 を 求める 。

Y ミ f( l )
. Y 終 K
. 「

点 (X , Y ) が通過領域内 にある
。

P .
高: flan

fla ) = a:xaty - 1とおくと、 fla= ta- Y - 1

cii )
≡
1
つまり 、K ? 2 のとき、

<⇒ 点 ( X ,
Y ) を 通る 直線が少なくとも 1 つ 存在する

。

i Yfl)“ 終 、|、 →
「

G
'

tXa - Y ニ O をみたす実数 aが 存在する 」
と言 い換え

、←

. 通過領域 (点の 集合 ) の 点 を 作 り 出 す実数 aがあるのかに着目 する 。

バ
ー感器
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I 、回 l い )
,
lii ) より 、 x を実数全体 で 動 かすと 、

点 ( 1 , 2 ) は通過する ? ⇒ a
'

ta - 2 = 0 i . a = - 2mml
a = メ aa=⇒ 領域 は 以下 のようになる 。

実数 aが 2 つ 存在 したので 、 点 い
、 2 )を通 る直線 が 2本ある 。

F :
Y 終 x ( x < 2 )

( ; ) ☆ c 1
.
つまり 、

XC 2 のとき
、 1 Y 終式 + 1 ( x 22 )

( 図 は、解答 1 参照 ) 点
( , 、 - 2 ) は通過する ? ⇒ a

'

ta + 2 = 0 i
. a =

- 1timm

求める条件は 、f いミ O である 実数aが存在しなかったので、 点 い 、 - 2 ) を通る 直線はない 。

解答③ (包絡線 の 利用 )

よって
、 1 - X + Y- 1 ミ O % Y ミ X

l は y = - La - +式い … ①
ファクシミリの原理の考え
…

(ii) 式 21 、 つまり 、 X ミ 2 のとき

Y = でい … ② とする
。
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X
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問足してa を変化させて 、
求める 条件は、 f (ほ ) EO である 。

① .

②より 、
Y
を 消去すると 、 Y のというる 範囲 を 求める 。

よって一とミ 0 %Y や - ta - P = 0 ⇒ ( x . za'= 0 : x= 2 a
(重解 ) 「

x を 固定しては 少しずらす」 を繰 り返し 、

( x ( 2 ) よって
、

x=4 各 xで Y の 最大 の 最小を求めていくイメ ージ 。

( i ) , lil ) より 、 F .
Y ミ x

x兆
、 =2 つに3

通過領域 >{ Y 終近1 (x ? 2 ) lはt い 上 の点 ( 2a 、
a

+ ) における 接線 であり
、

l : y = axta
'

= iatほ )ー 政
A を aa 1 で変化させると 、 lは、に 接しながら 、

つY二 し
=- 1 のとき、 Y = 1 a ー リ ー デミ ー 式(最値 )← つに ー1 の 線上で! !

1
ー る
Y =x

OL 32 の 範囲 を動く
。

( 図 は、解答 、 参照 )

C= O のとき、 Y =GZO (最小値 ) ← x : 0 の 線上で! !
ー

ー

. 最後に 、通過領域 の 解法 である ① 逆像法 の 利用 x = 1 のとき 、 Y =
G

' ta = 1 a+ 平 ー 式 ( 最小値) ←= 」 の 線上 で!!

毋
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. 領域 F は 図 の斜線部 ②ファワシミリの 原理について、
次の例 について 、 C = 2 のとき 、 Y =

a
' + 2 a = ( a +

リ
ー ミ ー い最小値 ) ← のに 2 の線上で! !

である 。 具体化 (実験 ) を通して
、理解を 深めておきましょう 。 へ Λ y へ嚙. 乂

④⑧ . ⑭

凸

C = k

→ x
へ 1

. ただし 、境界 を含む
(例 ) Gがすべての 実数値 をとって 変化するとき 、

1
.
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なの
少を

各み ( 固定) で 図示 し 、 少しずつ

. 1
、 t ら vて 。領域 を 描 いいくしファクシミ ) 、

———m

x 平 し 2= Kで 固定すると 、

直線 : = axta ” が 通過する領域 を 考えてみよう 。 : ☆搬
L
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g = --
- __— 少

Y =G '+ ka=( a
+
z): 形 ー↑ 当一起
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」
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